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市
民
歩
こ
う
大
会
 

 

たくましい体力と精神刀を養う、体力づくり歩こう

大会は、2月26日、約 1.000 人が参加して、盛大にお

こなわれました． 

春
／
火

事
の
時
期
 

こ
れ

か
ら

特
に
ご

注
意
を
 

昭和33年 9月 1 日第三種郵便物認可 

春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
四

月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
ー
 

か
月
闘
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

す
で
に
、
こ
と
し
に
入
り
三

月
十
ロ
ま
で
に
十
一
件
の
火
災

が
発
生
し
、
多
く
の
損
害
を
だ

し
て
お
り
ま
す
。
 

四
月
は
、
火
災
が
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
か
ら
、
十
分
注

意
し
て
、
火
災
の
防
止
に
っ
と

め
ま
し
よ
う
。
 

万

一
火
災
が
発
生
し
た
と
き

は
早
く
消
防
署

（
一
一
九
番
）
 

に
通
報
し
て
、
被
害
を
最
少
限

度
に
く
い
と
め
ま
し
よ
う
。
 

さ
あ
、
ね
よ
う
、
 

7
ッ
そ
の
ま
え
に
 

火
 
の
点
け
ん
 

ロ
一
般

家
庭
の
 

人
命
損
傷
防
止

一
 

①
老
人
、
こ
ど
も
、
病
人
は

避
難
し
や
す
い
階
下
に
寝
か
せ

ま
し
こ
、
つo
 

⑧
病
人
や
、
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
、
ニ
ど
も
だ
け
を
の
こ

し
て
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
 

③
火
災
の
と
き
、
い
つ
た
ん

表
に
逃
げ
た
ら
、
二
度
と
入
ら
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

④
鉄
格
子
、
は
め
殺
し
窓
は

や
め
ま
し
よ
う
。
 

⑥
二
階
以
上
の
建
物
に
は
、
 

避
難
器
具
 
（
は
しご
や
ロ
ー
プ

な
ど
）
を
用
意
し
ま
し
よ
う
。
 

一
意
欲
あ
る
若
人

一
 

u
農
業
後
継
者
激
励
会
」
 

当
市
農
業
の
次
の
時
代
を
に

な
う
高
中
卒
者
を
励
ま
す
、
昭

和
四
十
二
年
度
の
農
業
後
継
者

激
励
会
は
、
三
月
十
二
日
、
市

民
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
情

熟
を
も
や
し
て
集
つ
た
、
約
百

人
の
若
人
に
、
市
収
入
役
、
北

地
方
農
林
事
務
所
農
務
課
長
、
 

市
農
研
団
体
協
議
会
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。
 こ
れ
に
答
え
て
、
三

浦
喜
美
雄
く
ん
 
（
五
農
高
【
前

田
野
目
～
は
、
農
業
後
継
者
を

代
表
し
て
「
学
校
に
お
け
る
先

生
の
教
え
を
守
り
、
今
日
の
激

励
会
の
主
旨
を
身
に
つ
け
、
立

派
な
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
」
 
 

と
力
強
い
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
弘
大
石
崎
教

授
の
特
別
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
 

な
お
、
後
継
者
に

は
、
記
念
品
と
し
て
 

「
人
生
農
始
農
終
」
 

と
市
長
が
自
筆
し
た

手
拭
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
。
 

ロ
市
内
学
卒
 

農
業
後
継
者

△
五
農
高
二
十
九
人

ム
七
和
高
十
一
人

△
五
高
一
人
 
マ
五

商
高
六
人
 

A
家
政
一

高
十
二
人
 
△
五
一
中
十
九
人

△
中
川
中
二
十
四
人
 
△
飯

詰
中
十
一
人
 

A
七
和
中
七
人
 

N
H
K
の
人
気
番
組

ク
ふ
る

さ
と
の
歌
ま
つ
り
ク
は
、
来
る

四
月
十
八
日
午
後
八
時
か
ら
九

時
ま
で
、
当
市
の
県
立
五
所
川

原
工
業
高
校
体
育
館
か
ら
全
国

へ
実
況
中
継
放
送
さ
れ
ま
す
。
 

出
し
物
は
、
当
市
附
近
に
残

る
伝
統
的
な
行
事
や
郷
土
芸
能

そ
れ
に
津
軽
の
民
謡
な
ど
の
予

定
で
す
。
 

な
お
、
ゲ
ス
ト
は
、
三
橋
美
 
 

△
梅
沢
中
四
人
 
△
三
好
中
十

六
人
 
△
長
橋
中
八
人
 

ム
栄

中
十
人
 
△
金
木
南
中
五
人
 

智
也
ほ
か
と
な
つ
て
お
り
ま
す

ロ
入
場
方
法
 

入
場
ご
希
望
の
方
は
四
月
五

日
ま
で
に
 
（
五
日
消印
の
も
の

は
有
効
）
往
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
を
か
き
、
弘
前
市
下

白
銀
町
 
N
H
K
弘
前
放
送
局
 

「
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
係
」
 

ま
で
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
抽
せ

ん
の
う
え
、
入
場
整
理
券
を
さ

し
あ
げ
ま
す
。
 

ふ
る
さ

と
の

歌

ま
つ
り
 

当

市
か
ら

実
況

中
継
放

送
 



七
 
和
地
区
 

」
山
席
者
 
3
5人
】
 

② 市政ニユース 

※ 7 日、中川、飯詰地区、 8 日‘毘沙門、 

松島地区、 9 日、三好地区と 6 日間にわ 

たり開き、市民から市行政を向上させる 

意見や要望がだされました0 市では、こ 

れらの意見要望を計画的にとりあげ、明 

るい市を建設してまいります。 

市民のしあわせをねがい、よりよい市政 	 ※ 

をおこなうために、市民の代表の建設的 

な意見や要望を聞き、これをとりいれて 

行政をおこなおうと、市では、昭和40年 

度から行政懇談会を開いております。 こ 

としも、 3 月 4 日、栄、梅沢地区、 5 日 

長橋、七和地区、 6 日、五所川原地区、※ 
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緯纂自灘競競麟舞藻コ灘競籍 

慕舞愛舞舞麟競熱舞麟麟舞競襲熱 

行政懇談会 

梅 沢 地 区 

＝出席者 29 人＝ 

蕪蔵暴議麟蕪i二二 
, 

栄
 
地
 
区
 

【
出
席
者
 
5
1人
u
 

長

橋
地
区
 

n
出
席
者
 
3
4人
n
 

五所川原地区 

＝出席者 50 人＝ 



三
 
好
地
区
 

【
出
席
者
 

2
6人

U
 

③ 市政ニユース 

地区別・意見 お よ び要望表 

毘
沙
門
地
区
 

『
出
席
者
 

2
4人
廿
 

＼ 	地区別 
項 目 	＼ 栄 梅沢 長橋 七和 五川

 
所
原
 

中川 飯詰 
毘沙
門 

松島 三好 ~ 	計 

行財政民生の問題 ，ー
 
‘
ー
 「
ー
 d
'
 9
  

ー
  

15 10 12 '
1
 

1
1
 3
  

9
 
2
 

ー
 
3
 
5
  

7 10 13 20 12 

・

ー
 

〔Z
  

2
 
3
 

4
 
6
 

6
  

5
 
6
 

3
 
4
 
8
  

産業経済の振興 4 3 3 1 8 5 5 4 

教 育 文化の 問題 

都市施設 の 間題 

3 

4 

6 

4 

2 

6 

8 

8 

2 

7 

6 

9 

5 

7 

3 

2 

訂 26 23 23 24 2! 33 37 21 

飯 詰 地 区 

＝出席者 33 人＝ 

松
島
地
区
 

【
出
席
者
 

3
8人
n
 

中 川 地 区 

＝出席者 33 人＝ 
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の障障
巡害害
回者福
擾、ノ祉
疾受年
認給金
定対へ
象精
者神 

交通安全スローガン 

急ぐな あせるな 

飛 び だ す な 

《
 

④
 

市政ニユース 

ロ
水
道
工
事
を
 

施
行
す
る
方
に
 

あ
な
た
の
建
て
ら
れ
る
住
宅

の
近
く
に
、
配
水
管
が
敷
設
さ

れ
て
い
る
か
を
た
し
か
め
て
く

だ
さ
い
。
 

ロ
不
正
工
事
は
、
く
れ
 

ぐ
れ
も
ご
注
意
 

給
水
工
事
は
、
市
の
指
足
工

事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
o
 こ
と
し
の
指
定
工
事
業
者

は
六
店
あ
り
ま
す
。
 

他
市
で
指
定
さ
れ
て
い
て
も

当
市
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し

工
事
を
施
行
す
る
と
不
正
工
事

と
な
り
、
そ
の
工
事
は
、
全
部

撤
去
さ
れ
、
工
事
費
が
二
倍
に

な
り
主
す
か
ら
、
使
用
者
の
方

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
水
道
は
凍
る
こ
と
を

ま
ず
念
頭
に
 

水
道
の
凍
る
の
を
防
止
す
る

た
め
、
水
抜
せ
ん
を
取
り

つ
け

る
か
、
凍
結
防
止
器
を
取
り
つ
 

精
神
障
害
者
が
自
宅
で
療
養

し
、

一
度
も
障
害
福
祉
年
金
疲

疾
認
定
の
診
断
を
う
け
て
い
な

い
方

A
の
た
め
に
、
県
で
は
、
 

巡
回
診
断
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
 

こ
の
診
断
に
よ
つ
て
、
国
民

年
金
法

一
級
に
該
当
す
れ
ば
、
 

年
額
三
万
円
の
障
害
福
祉
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

診
断
場
所
は
、
自
宅
ま
た
は

一
定
の
場
所
な
ど
で
、
保
護
義

務
者
の
方
と
相
談
の
う
え
，
き

め
ま
す
。
 

巡
回
診
断
を
希
望
す
る
保
護

義
務
者
は
、
四
月
十
日
ま
で
に

保
険
衛
生
課
国
民
年
金
係
に
申

し
で
て
く
だ
さ
い
。
 
 

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
か
な
ら
ず
取
り
つ
け
、
安

心
し
て
便
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
給
水
工
事
は
、
三
か
月
 

保
証
さ
れ
て
い
ま
す
 

給
水
工
事
が
で
き
あ
が
つ
て

か
ら
、
三
か
月
以
内
に
異
状
が

あ
る
と
き
は
、
工
事
を
施
行
し

た
業
者
が
無
料
で
補
修
す
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
天
災
地
変
、
ま
た

は
使
用
者
の
故
意
か
過
失
に
よ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
無
料

に
な
り
ま
せ
ん
。
 

ロ
入
居
し
て
使
用
さ
れ
 

る
方
は
、
届
出
を
 

住
宅
が
で
き
て
入
居
し
、
水

道
を
使
用
す
る
と
き
は
、
か
な

ら
ず
水
道
課
に
使
用
願
を
だ
し

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
転
居
さ
れ
る
方
は
使

用
停
止
願
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
 

ロ
転
勤
し
た
と
き
は
 

届
出
を
忘
れ
ず
に
 

官
公
庁
、
会
社
な
ど
の
異
動

の
シ
ー
ズ
ソ
と
な
り
ま
し
た
。
 

せ
わ
し
さ
に
ま
ぎ
れ
、
水
道

課
に
連
絡
す
る
の
を
お
忘
れ
に

な
り
、
料
金
を
精
算
し
な
い
で

引
越
し
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

毎
月
第

一
木
曜
日
と
第
三
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
、
西
北
中
央
病
院
前
で
、
移

動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
お
こ

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
た
め
、
重
い
病
気

や
、
大
け
が
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
尊
い
生
命
を
守
る
た
め

健
康
な
血
を
献
血
い
た
し
ま
し
 

よ
上
ノ
。
 

ロ
愛
の
血
は
 
い
つ
も
 

だ
れ
か
の
笑
顔
を
つ
く
る
 

くわしくは、市役所市民課へ 

そ
の
場
合
は
、
後
に
入
居
さ
れ

る
方
の
負
担
と
な
り
、
犬
変
ご

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
か
な
ら
ず
届
け
て
く

だ
さ
い
。
 

ロ
見
積
り
料
金
の
 

精
算
は
四
・
五
月
 

積
雪
の
た
め
、
冬
期
間
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
が
で
き
な
か

た
と
こ
ろ
は
、
四
・
五
月
で
精

算
い
た
し
ま
す
か
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

・

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
 

あ
な
た
の
か
わ

い
い
犬
を
は

な
し
飼
い
し
た
り
、
登
録
を
し

な
か
つ
た
り
、
予
防
注
射
を
う

け
な
か
つ
た
と
き
は
、
県
が
指

定
し
た
捕
獲
人
に
捕
え
ら
れ
ま

す
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

ロ
登
録
料
金
 
三
百
円
 

ロ
予
防
注
射
料
金
 
つ
ぎ
の

日
程
で
う
け
た
と
き
は
一
一

百
六
十
円
、
日
程
以
外
の

と
き
は
三
百
円
 

口
日
程
（
4
月
）
 

マ
ー
日
 
中
川
支
所
前

（
1
0時
 

ー
1
1時
3
0分
）
 
三
好
支
所
前
 

(
1
3時
ー
1
5時
）
 
▽
2
日

毘
沙
門
出
張
所
前
（
1
0時
ー
臣

時
（
 
マ
3
日
 
栄
支
所
前
（
1
0
 

時
ー
1
1時
3
0分
）
 
梅
沢
支
所

前

（
1
3時
ー
1
5時
）
 
▽
4
日

七
和
支
所
前

（
1
0時
ー
1
2時
）
 

高
野

・
小
笠
原
宅
前

（
沼時

ー
 

1
5時
）
 
松
野
木

・
小
栗
山
理

容
所
前

（
1
0時
ー
1
2時
）
 
長

橋
支
所
前
（
1
3時
ー
1
5時
）
 

▽
5
日
 
前
田
野
目

・
小
笠
原

宅
前
（
1
0時
ー
1
2時
）
 マ
8
日
 
 

松
島
支
所
前
（
1
0時
ー
1
2時
）
 

尻
無
・
斎
藤
宅
前

（
1
3時
ー
1
4
 

時
）
 
▽
1
0・
1
1日
 
市
役
所

前
（
1
0時
ー
1
5時
）
 

参
議
院
議
員
選
挙
の

標
語
募
集
 

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全

国
協
議
会
は
、
今
回
の
参
議
院

議
員
選
挙
が
、
清
く
、
明
る
く

正
し
く
行
な
わ
れ
る
ょ
う
、
有

権
者
の
胸
深
く
訴
え
、
投
票
行

動
に
役
立
つ
標
語
を
、
広
く
一

般
か
ら
募
集
し
ま
す
。
 

ロ
募
集
メ
切
日
 

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
け

日
 
（
当
日
消印
有
効
）
 

ロ
用
 
紙
 

官
製
は
が
き
一
枚
一
句

一
人
二
枚
ま
で
 

ロ
賞
 
金
 

一
等
 
一
人
 
一
一万
円

二
等
 
三
人
 
各
一
万
円

三
等
 
五
人
 
各
三
千
円

佳
作
 
若
干
人
 
記
念
品
 

口
審
査
の
結
果
発
表
 

昭
和
四
十
三
年
五
月
入
日

新
聞
、
放
送

ク
私
た
ち
の

広
場
ク
お
よ
び
明
る
く
正

し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議

会
事
務
所
で
発
表
し
ま
す
 

ロ
使
用
権
 

当
選
標
語
の
使
用
権
は
明

る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全

国
協
議
会
に
帰
属
し
ま
す

ロ
標
語
の
法
り
先
 

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

二
の
六
 
麹
町
会
館
内
 

「
明
る
く
 
正
し
い
 

選
挙
全
国
協
議
会
」
 

水
道
だ

よ
り
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